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▲幅約4～ 8ｍのホームは、線路から0.96 ～ 1.1 ｍの高さ

▲県産のアカマツやスギを使用したホーム。人が立つ付近にレールが敷かれる。今後建設される下り線の高架（ホーム）
は写真右手となる

〝安藤デザイン〞姿現す
在来線連続立体交差事業「新熊本駅舎」

▲新幹線（左）と現行在来線ホームの間に位置する新駅舎

◀▲新しい熊本駅舎の外観と
ホームの完成イメージ

「
０
番
線
跡
地
」で
Ｊ
Ｒ
九
州
に〝
地
元
案
〞

県
が
進
め
る
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
な
ど
の
在

来
線
を
高
架
化
す
る
連
続
立
体
交
差
事
業

で
、
建
築
家
の
安
藤
忠
雄
氏
が
デ
ザ
イ
ン
を

手
掛
け
る
熊
本
駅
舎
の
上
り
線
ホ
ー
ム
が
姿

を
現
し
始
め
た
。事
業
主
体
の
県
に
よ
る
と
、

全
長
約
２
０
０
ｍ
の
屋
根
は
こ
と
し
３
月
末

に
も
建
ち
上
が
る
予
定
で
、
新
た
な
県
都
の

玄
関
は
少
し
ず
つ
輪
郭
を
見
せ
始
め
た
。

　
「
森
の
都
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ホ
ー
ム
上

屋
は
多
く
の
県
産
ア
カ
マ
ツ
や
ス
ギ
を
使
用

す
る
ほ
か
、
駅
外
観
に
熊
本
城
の
石
垣
「
武

者
返
し
」
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
な
ど
熊
本
ら

し
さ
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
現
在
進
行
中
の

工
事
は
鹿
児
島
本
線
上
り
線
と
三
角
線
の

ホ
ー
ム
で
15
年
３
月
の
先
行
乗
り
入
れ
を
目

指
し
て
お
り
、
下
り
線
の
高
架
化
は
施
工

ヤ
ー
ド
や
在
来
線
の
運
行
に
よ
る
制
約
な
ど

で
17
年
度
完
成
の
見
込
み
。
熊
本
駅
舎
の
完

成
は
18
年
度
で
「
武
者
返
し
」
が
姿
を
見
せ

る
の
は
し
ば
ら
く
先
に
な
り
そ
う
だ
。

Ｊ
Ｒ
九
州
が
再
開
発
ビ
ル
を
計
画
す
る
熊
本
駅
０
番
線
ホ
ー

ム
跡
地（
西
区
春
日
３
丁
目
）に
つ
い
て
、熊
本
商
工
会
議
所（
田

川
憲
生
会
頭
）
は
約
３
ha
に
お
よ
ぶ
同
地
の
利
活
用
案
を
報
告

書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
同
社
に
提
出
し
た
。

報
告
書
は
「
物
販
や
飲
食
、
宿
泊
、
居
住
系
施
設
に
加
え
、

国
内
外
か
ら
集
客
す
る
修
学
・
見
学
機
能
が
求
め
ら
れ
る
」
と

ま
と
め
た
。
具
体
的
に
は
車
両
デ
ザ
イ
ン
や
鉄
道
を
テ
ー
マ
に

し
た
施
設
や
有
明
海
や
天
草
の
海
の
生
態
系
を
学
習
で
き
る
施

設
な
ど
を
例
示
。
こ
の
ほ
か
、
医
療
・
福
祉
や
業
務
系
の
施
設

も
挙
げ
て
い
る
。

同
跡
地
は
、
18
年
度
の
完
成
を
見
込
む
在
来
線
高
架
化
に

よ
っ
て
生
じ
る
用
地
。
同
社
の
唐
池
恒
二
社
長
は
昨
年
12
月
、

こ
こ
に
大
規
模
な
駅
ビ
ル
建
設
を
表
明
し
て
い
る
。

▲報告書を JR九州の廣川熊本支社長（右）に手渡す久我彰登
副会頭。1月15日、西区春日3丁目の同社熊本支社で

▲敷地南側から見る0番線ホーム一帯。唐池 JR九州社長に
よると、14年内に開発の方向付けをするという

熊
本
商
工
会
議
所


